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はじめに 
 

本書について 

本書では、ウェブサイト製作プログラムである XE をインストールし、使用する方法について説明します。 

読者 

本書の対象読者は、XE を使用してカフェやブログなどのウェブサイトを製作し、運用するユーザーです。 

連絡先 

本書の内容に誤りや不明な点がありましたら、下記の連絡先までお問い合わせください。 

電子メール： developers@xpressengine.com 

改版履歴 

版数 日付 履歴

1.0 2010.10.29 1.0 配布 

2.0 2011.12.16 XE core 1.5 アップデートに伴い改訂 

 

mailto:developers@xpressengine.com
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表記規則 

参考表記 

参考 

読者が参考にすべき内容を記述します。 

注意表記 

注意 

読者が知っておくべき内容、システムエラーを引き起こす恐れのある内容、実行しない場合は財産 

上の被害を被りかねない内容を記述します。 

画面名/ページ名/メニュー名/入力値の表記 

本書では、画面名、ページ名、メニュー名、入力値を下記のように表記します。 

• 画面名：画面名画面 

• ページ名：掲示板管理ページ 

• メニュー名：メニュー > 下位メニュー 

• 入力値：home page を入力します。 

ソースコードの表記 

本書では、ソースコードを、下記のように灰地に黒文字で表記します。 

COPYDATASTRUCT st; 

st.dwData = PURPLE_OUTBOUND_ENDING; 

st.cbData = sizeof(pp);  

st.lpData = &pp;  

::SendMes(GetTargetHwnd(), WM_COPYDATA, (WPARAM)this->m_hWnd, (LPARAM)&st); 
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この章では、XE の定義と機能、特徴について説明します。 

1. XE 紹介 
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1.1 XE とは? 

XE は、「思ったことや感じたことを、より簡単に表現できるデバイスでありたい」という想いを込め、「eXpress」と

「Engine」のふたつの単語を合成して名付けたプログラムです。 

XE は、サーバーコンピューターにインストールして使用するウェブサイト製作プログラムです。ウェブサイトを製作す

るためには、基本的に HTML、CSS、PHP、SQL などのプログラミング言語についての知識が必要ですが、XE を使

用すれば、プログラミング言語がよく分からなくてもウェブサイトを簡単に製作することができます。 

XE は、XE core というコアプログラムをベースに、様々な追加機能を組み合わせて思い通りのウェブサイトを製作で

きるようサポートします。 

 

図 1-1 XE 概要 

参考 

XE についてのより詳細な内容は、XE オフィシャルサイトを参照してください。 

http://www.xpressengine.com 

 

http://www.xpressengine.com/
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1.2 XE の機能と特徴 

XE の機能と特徴は、下記のとおりです。 

サイト構築を簡単に 

XE は、Textyle(ブログ型)、CafeXE(カフェ型)、PlanetXE(マイクロブログ型)など、様々なモジュールを提供します。ユ

ーザーは、製作したいサイトに適したモジュールを選択し、イメージ通りのサイトを簡単に構築することができます。 

モジュール型構造 

XE においてのモジュールとは、ひとつのプログラムを意味します。XE は、機能の製作と追加、使用が容易に行える

よう、レゴブロックのようなモジュール構造でできています。ユーザーは、XE で提供する基本モジュールとコミュニテ

ィで共有される拡張機能を自由に組み合わせて、いろんなウェブサイトを製作することができます。開発者は、新し

いモジュールを開発して XE に追加し、コミュニティで共有することができます。 

オープンコミュニティ 

XE は、オープンコミュニティでいろんな情報を提供しています。XE コミュニティには、ゼロボード時代からのユーザー

とフリー/オープンソースプロジェクトメンバーが多数活躍しています。ユーザーは、コミュニティ内で必要な情報を探

したり、他のユーザーに自由に質問したりすることができます。 

多国語に対応 

XE は、いろんな国の言語に対応しています。ユーザーは、ウェブサイトを言語別に分ける必要がなく、韓国語、英語、

日本語、中国語、ロシア語などのウェブサイトを容易に製作することができます。 
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1.3 用語解説 

APMsetup 

XE をインストールする際に必要な構成要素である apache ウェブサーバー、PHP、MySQL データベースをまとめて

インストールし、必要な連動設定を自動的に行ってくれるプログラム。オフィシャルサイトは、

http://www.apmsetup.com/。 

FileZilla 

無料 FTP(File Transfer Protocol)接続プログラム。オフィシャルサイトは、http://filezilla-project.org/。 

mod_rewrite 

URL アドレスを簡単に短縮する機能。たとえば、http://example.com/index.php?module=admin は、

http://mydomain.com/admin のように短縮できます。ただし、ウェブサーバーでこの機能に対応していなければなり

ません。 

PuTTY 

telnet や SSH(Secure Shell)プロトコルをサポートするリモート接続プログラム。オフィシャルサイトは、

http://www.putty.nl/。韓国語バージョンは、http://www.kldp.net/projects/iputty/download からダウンロードできま

す。 

Web PI 

Web Platform Installer の略。マイクロソフト社提供の、ウェブプラットフォーム製品を便利に利用するためのツール。

オフィシャルサイトは、http://www.microsoft.com/web/default.aspx。 

XE 

XpressEngine の略。サーバーコンピューターにインストールして使用するオープンソースのウェブサイト製作プログラ

ム。オフィシャルサイトは、http://www.xpressengine.com/。 

XE core 

XE のインストールと運用を担うコアプログラム。XE core を利用してモジュール、レイアウト、スキンなどの追加機能

をインストールし、実行します。 

XE 追加機能 

ユーザーがサイトをより便利に運用できるように、XE core に追加する構成要素。XE 追加機能には、モジュール、ア

ドオン、ウィジェット、スキン、ウィジェットスタイル、レイアウトがあります。 

アドオン 

モジュール機能の動作の合間に割り込み、自身の機能を実行する小さなプログラム。 

イージーインストール 

XE でモジュール、スキンなどの追加機能をインストールするときに、XE オフィシャルサイトからソースをダウンロード

してサーバーにアップロードすることなく、サイト上で XE オフィシャルサイトと連動して選択した追加機能をインストー

ルできる機能。 

http://www.apmsetup.com/
http://filezilla-project.org/
http://example.com/index.php?module=admin
http://mydomain.com/admin
http://www.putty.nl/
http://www.kldp.net/projects/iputty/download
http://www.microsoft.com/web/default.aspx
http://www.xpressengine.com/
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ウィジェット 

レイアウトやページモジュールに組み込まれ、動作する構成要素。 

ウィジェットスタイル 

ウィジェットの見た目をデコレーションする構成要素。 

仮想サイト 

XE で製作したウェブページを、XE 基本サイトとは別のサイトのように使用できる機能。 

スキン 

サイトにインストールされているプログラムのデザイン。 

ゼロボード 

1999 年に開発された掲示板ソフト。ゼロボード XE を経て、現在の XE までに至りました。 

モジュール 

XE に追加して使用するプログラムの単位。 

レイアウト 

サイトにインストールした追加機能の配置を担当する構成要素。 





 

 

  

この章では、XE のインストールとアンインストールの方法について説明します。 

2. XE インストール 
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2.1 インストールする前に 

XE は、インストール型ウェブアプリケーションです。XE を使用してサイトを製作するためには、XE をインストールす

るウェブサーバーが必要です。XE をインストールするためのサーバースペースを確保する方法にはいろいろありま

すが、大きく分けると、サーバーとして使用するコンピューターを直接確保する方法と、ウェブホスティング業者の提

供するウェブサーバースペースの一部をレンタルする方法があります。 

2.1.1 インストールプログラム 

ウェブサーバーを構築し、XE をインストールします。XE インストールのために必要なプログラムは、下記のとおりで

す。Web PI(Microsoft Web Platform Installer)を用いて XE をインストールすると、下記のプログラムは自動的にイン

ストールされます。Web PI を利用しない場合は、必要なプログラムとライブラリを予め確認してインストールしなけれ

ばなりません。 

表 2-1 インストールプログラム 

プログラム 必須/選択 

PHP 4.x ~ 5.x(5.2.2 以外)  必須 

PHP ライブラリ XML ライブラリ 必須 

GD ライブラリ 必須 

ICONV 選択 

DBMS(Database Management 

System) 

CUBRID いずれか１つ選択 

Firebird 

MySQL 4.1 以上 

PostgreSQL 

SQLite2/SQLite3 

MS-SQL 

2.1.2 XE core インストールファイルダウンロード 

XE を使用してサイトを製作するには、XE core をインストールしなければなりません。XE core は、XE のインストー

ルと運用を担うコアプログラムです。XE core には、サイト管理に使用する機能はありませんが、XE core がなけれ

ばユーザーは追加機能(モジュール、レイアウト、スキンなど)をインストールし、実行することができません。 

最新の XE インストールファイルは、http://code.google.com/p/xe-core/downloads/list にて、無料でダウンロードで

きます。 

参考 

Windows 環境にて、Web PI を使用して XE をインストールするときは、XE core インストールファイルをダウンロードする必要

がありません。 

XE core インストールファイルは、ZIP と tar.gz、ふたつの形式で提供されます。マイコンピュータで圧縮を解凍し、サ

ーバーにアップロードするには、ZIP ファイルを、圧縮ファイルをサーバーにアップロードしてから解凍するには、

tar.gz ファイルをダウンロードします。各形式のファイルアップロード方法は、「XE core インストールファイルの形式

別アップロード方法」を参照してください。 

http://code.google.com/p/xe-core/downloads/list
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2.2 サーバー環境設定 

XE は、サーバーの OSの種類に関係なく、「インストールプログラム」さえインストールされている環境であれば、イ

ンストールが可能です。ユーザーは、XE をインストールする前に必要なウェブサーバー環境を構築しなければなり

ません。 

Windows 環境では、Web PI を利用して、必要なインストールプログラムと XE を一度にインストールできます。詳細に

ついては、「Windows 環境設定」を参照してください。 

Linux 環境では、XE をインストールする前に「インストールプログラム」のプログラムを手動インストールしなければ

なりません。各プログラムの詳細なインストール手順については、本書では取り扱いません。Linux 環境にて、アカウ

ントを設定する方法、遠隔でサーバーへアクセスする方法、XE core インストールファイルをアップロードする方法に

ついては、「Linux 環境設定」を参照してください。 
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2.3 XE core インストール 

XE core をインストールする手順は、下記のとおりです。 

1. ウェブブラウザから XE core インストールファイルのアップロード先(www.mydomain.com、または

www.mydomain.com/xe)へアクセスします。APMSetup などを利用してローカルにインストールした場合は、

http://127.0.0.1、または http://127.0.0.1/xe へアクセスします。 

2. 下記図のように、ライセンスに同意画面にて、GNU LGPL v2 への同意チェックボックスにチェックを入れます。イ

ンストール環境情報を収集することに同意する場合は、インストール環境収集同意するチェックボックスを選択

のうえ、ライセンスに同意します。をクリックします。 

 

参考 

ページへのアクセスには成功できても、イメージが正常に表示されなかったり、内容が空の場合は、XE core インストールファ

イルを再度アップロードしなければなりません。 

3. 必須インストール項目がすべて可能に表示されていることを確認し、インストールを続けます。をクリックします。 

この画面にて、XE core をインストールするとき、PHP 最小バージョンと必須ライブラリのインストール要否を自

動的に確認できます。必須インストール項目に可能と表示されていない項目があれば、エラーメッセージを確認

して解決してください。 

参考 

ファイル権限設定エラーのため、パーミッションが不可能の際には、「XE インストール時の権限設定漏れエラー」を参照してく

ださい。 

4. XE で使用する DBMS を選択し、下記のインストールを続けます。をクリックします。本書では、mysql を選択しま

す。 

http://www.mydomain.com/
http://www.mydomain.com/xe)へアクセスします。APMSetup
http://127.0.0.1/
http://127.0.0.1/xe
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参考 

XE で使用可能な DBMSがなければすべての項目が無効になります。この場合は、使用する DBMS を直接インストールする

か、もしくはホスティング業者にインストールを依頼してください。 

5. 下記図のように、DB 情報を入力し、次へをクリックします。 

 

参考 

DB 報を入力した際に問題が発生した場合には、「DB アカウント情報エラー」を参照してください。 

6. 短縮 URL を使用する場合は、短縮アドレスを使用しますか？にチェックを入れ、サイト標準タイムゾーンを設定

後に次へをクリックします。 

7. 管理者情報を入力します。XE1.5 以降からは、メールアドレスがログインアカウントになるため、管理者が実際に

使用しているメールアドレスを入力してください。 
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インストールが完了したら、XEインストール完了画面が表示されます。
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2.4 アンインストール 

XE をこれ以上使用しない場合は、XE がインストールされているフォルダの内容をすべて削除します。 

XE で製作したサイトを運用した際に使用したすべてのデータは、DB に格納されています。したがって、データをす

べて削除するには、サイト運用時に使用したすべての DB テーブルを削除しなければなりません。XE を再インストー

ルしたり、サーバーを移転したりするときには、データを移行して再利用します。 

データ削除、および移行についての詳細な方法については、サイト運用時にご利用になった DBMS の使用方法を

参照してください。 





 

 

  

この章では、XE core のメニュー別機能について説明します。 

3. XE core メニュー 
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3.1 Admin ページ開始 

次のように、XE Admin トップページへアクセスし、管理者アカウント情報を入力してログインします。下記アドレスに

て「mydomain.com」は、XE のインストールされたドメインアドレスを意味します。 

• mod_rewrite を使用する場合：http://mydomain.com/admin 

• mod_rewrite を使用しない場合：http://mydomain.com/index.php?module=admin 

 

図 3-1 XE Admin ページ 
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3.2 XE Admin メニュー 

ここでは、管理者が使用可能な基本メニューについて説明します。 

3.2.1 ダッシュボード 

XE Admin トップページです。サイトの現況と最新記事、コメント、トラックバック、お知らせ、お気に入りなどを表示し

ます。 

3.2.2 サイト 

サイトマップ 

生成したモジュールをまとめ、モジュールとレイアウトをつなげてサイトを完成します。メニューは、サイトを管理する

というよりは、モジュールとレイアウトを繋げ、レイアウトを使っていろんなタイプのメニューを表示する情報のみを持

っています。メニューを追加するときには、連動するモジュールも同時に作成することができます。なお、メニューと連

動しているモジュールの管理画面へダイレクトに移動することができます。 

3.2.3 会員 

会員リスト(Member List) 

サイトに登録したユーザーのリストを表示します。ユーザーの所属グループを変更したり、ログインをブロックするな

ど、ユーザー情報の確認、修正、削除を行います。 

会員設定(Member Setting) 

サイトへの登録許可、登録時の入力テンプレートなど、会員管理に必要な様々な設定をします。 

会員グループ(Member group) 

サイトで使用する会員グループを管理します。新しいグループを作ったり、既存のグループを修正したり、削除したり

します。 

ポイント(Point) 

会員が記事やコメントを作成したり、アップロード、ダウンロードした際にポイントを与えることができます。また、グル

ープのレベルを設定し、ポイントでのレベルアップ機能を設定できます。 

3.2.4 コンテンツ 

文書(Document) 

サイトに登録されている文書を管理します。文書の内容を確認、削除し、会員が通報した文書や削除した文書を確

認します。 

コメント(Comment) 

サイトに登録されているコメントを管理します。コメントの内容を確認、削除し、通報されたコメントを確認します。 
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トラックバック(Trackback) 

外部でリンクを張ったり、トラックバックした記事を閲覧します。また、トラックバックの許可要否を選択できます。トラ

ックバックを許可しなかった場合、記事がトラックバックされることはなく、リンクを張っても表示されません。 

ファイル(File) 

サイトに登録されている記事とコメントに添付されているファイルを管理します。 

アンケート(Poll) 

サイトに登録されているアンケートコンテンツを管理します。 

RSS 

XE で作成された様々なモジュールの RSS(Rich Site Summary)配信をひとつにまとめて提供します。デフォルト値と

して、統合 RSS が使用になっています。サイトのトップページにて統合 RSS が提供されますが、RSS 配信が許可さ

れていない個別モジュールは、RSS リストから外されます。一部のモジュールは、RSS 配信の基本値が配信しない

になっています。したがって、すべての RSS を配信するには、必ず個別モジュールの追加設定メニューにて、RSS

配信項目が全文配信、または要約配信になっていることを確認しなければなりません。 

多国語(Multilingual) 

XE は、グローバルサイトを別途生成する必要がなく、ひとつのサイトで多国語をサポートします。多国語に追加した

単語/文章に連動しているリストは、サイトの言語設定を変更すると自動的に該当言語の内容に変換のうえ、表示さ

れます。 

多国語メニューでは、サイトに使用されている多国語リストを管理します。登録されている多国語リストを確認でき、

新しい単語、または文章を追加できます。 

データ取り込み(Data Migration) 

ゼロボード４、ｚｂ５beta、または他のプログラムのデータを XE データとして移行することができます。 

ゴミ箱(Trash) 

文書やコメントを削除すると、DB から即削除されるのではなく、まずはゴミ箱へ移動します。管理者が内容を確認の

うえ、削除された文書やコメントを復元したり、完全に削除できます。 

3.2.5 テーマ 

テーマ(Theme) 

テーマは、レイアウトを含め、現在インストールされているモジュールのスキンをまとめたものです。サイトにインスト

ールされているすべてのテーマとモジュールを表示します。ユーザーが特定のテーマを選択すると、下部のモジュー

ルスキンがテーマの内容に変更されます(選択した XXX スキンなしが表示されたら、テーマが該当モジュールをサ

ポートしないことを意味します)。保存すると、サイトに生成されているすべてのモジュールインスタンスにスキン、レイ

アウト情報が選択した内容に変更されます。 
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3.2.6 拡張機能 

イージーインストール(Easy Install) 

モジュール、スキン、レイアウト、ウィジェットなどを追加インストールする際に、XE オフィシャルサイトから該当ソース

をダウンロードしてサーバーにアップロードすることなく、XE オフィシャルサイトと連動し、サイトから選択した追加機

能をダイレクトにインストールします。 

インストールされているレイアウト(Installed Layout) 

サイトにインストールされているレイアウトを管理します。各レイアウトの管理者画面にてインスタンスを追加、修正、

削除することができます。 

インストールされているモジュール(Installed Module) 

サイトにインストールされているモジュールを表示します。各モジュールの管理者画面にアクセスし、モジュールを管

理します。リストのお気に入りボタンを利用してよく使うモジュール管理者リンクを画面の右上にお気に入りとして追

加することができます。 

インストールされているウィジェット(Installed Widget) 

サイトにインストールされているウィジェットを表示します。各ウィジェットのコードを生成できます。 

インストールされているアドオン(Installed Addon) 

サイトにインストールされているアドオンを表示します。アドオンの PC環境、モバイル環境での使用要否を設定でき

ます。 

参考 

 

1.5 バージョンからはイージーインストールでインストールされたレイアウトとモジュール、ウィジェット、アドオンを拡張機能 > 

Installed Layout、Installed Module、Installed Widget、Installed Addon 管理者画面で削除できます。 

 

エディター(WYSIWYG Editor) 

サイトの基本ウィジウィグエディター設定と、拡張機能であるエディターコンポーネント（Editor Component）を管理で

きます。 

スパムフィルター(Spam Filter) 

記事、コメントなどが登録されるときに迷惑行為であるかどうかを確認し、登録を禁止することができます。スパムフ

ィルター管理メニューにて、禁止 IP と禁止単語リストを設定できます。 

3.2.7 設定 

一般(General) 

サイトのスタート画面を決定する基本モジュール設定、基本言語などサイトを運営するために必要な基本設定がで

きます。また、セキュリティのための管理者ページアクセス可能 IP 帯域指定など、多様な高級設定が可能です。 

FTP 設定(FTP Configuration) 

イージーインストールを使用するための FTP アカウントを設定します。 
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管理者設定(Admin Setup) 

管理者画面のタイトルとロゴ、メニューを設定できます。 

ファイルアップロード(File Upload) 

サイトに登録できるファイルの種類とサイズなどを設定できます。 

ファイルボックス(FileBox) 

ファイルボックスを管理できます。ファイルボックスは、管理者が再利用できるイメージファイルを管理する機能です。

会員グループアイコンを登録すると、イメージファイルは、ファイルボックスにアップロードされます。



 

 

  

この章では、XE に追加可能な機能のタイプとそれぞれのインストール方法について説明します。 

4. XE 追加機能 
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4.1 XE 追加機能の種類 

XE の最大の長所は、ユーザーが様々な機能を追加することで、サイトをより便利に運用できるということです。ユー

ザーは、次の XE追加機能を使用できます。各追加機能をインストールする方法については、「追加機能のインスト

ール」を参照してください。 

モジュール 

XE において、モジュールとは、ひとつの「プログラム」を意味します。複数のモジュールが集まってひとつの大きなモ

ジュールを構成したり、モジュールが個別に動作したりします。すなわち、モジュールは、サイトに特定の機能を実装

するために追加的にインストールするプログラムです。 

XE の提供する代表的なモジュールには、掲示板、CafeXE、Textyle などがあります。 

 

図 4-1 モジュール 
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アドオン 

アドオンは、モジュール機能の動作の合間に割り込み、自身の機能を実行する小規模のプログラムです。アドオン

は、モジュールのように自ら機能を実行しますが、機能実行結果を外部へ提供することはできないという点でモジュ

ールとは異なります。XE で提供している代表的なアドオンには、アクセスカウンター、モバイル XE などがあります。 

ウィジェット 

ウィジェットは、レイアウト、またはページモジュールに挿入され動作します。モジュールですでに作成されたデータを

表示したり、一部のデータを生産したりすることもできます。たとえば、掲示板モジュールで作成された最新記事リス

トをサイトのトップページに表示したいとき、ウィジェットを使用します。XE で提供する代表的なウィジェットには、言語

選択、ログイン情報表示ウィジェットなどがあります。 

ウィジェットスタイル 

ウィジェットスタイルは、ウィジェットをデコレーションする役割をします。スキンがウィジェットの出力部をデコレーショ

ンするなら、ウィジェットスタイルは、ウィジェットの外側に対するスキンであるといえます。ウィジェットスタイルを利用

すると、見た目の変更以外にも、ウィジェットブロックにタイトルや「もっと見る」URL などの内容を追加することができ

ます。 

 

図 4-2 ウィジェットとウィジェットスタイル 
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スキン 

スキンは、サイトにインストールされているプログラムのデザインを意味します。XE オフィシャルサイトでは、プログラ

ムごとに様々なスキンを提供しています。これを活用すると、個性的なサイトをつくることができます。 

レイアウト 

サイトにいろんな追加機能(モジュールウィジェット)をインストールした後、インストールした追加機能を画面の適所に

配置しなければなりません。このように画面配置を行うことをレイアウトといいます。レイアウトと追加機能は、非常に

緊密な関係を持っています。追加機能がなければ、レイアウトは内容を表示できないため、画面にはなにも表示さ

れません。また、プログラムはインストールされていてもレイアウトがなければ各要素の表示位置が分からないため、

やはり画面に表示されません。 

 

図 4-3 レイアウト 
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4.2 追加機能のインストール 

XE の様々な追加機能をインストールには、2 つの方法があります。XE オフィシャルサイトよりソースファイルをダウ

ンロードし、XE インストールサーバーにアップロードする方法と、XE core で提供するイージーインストール機能を使

用する方法です。 

参考 

XE で追加機能をインストールするということは、追加機能のソースコードを、XE のインストールされた運用サーバーへ移すこ

とを意味します。すなわち、追加機能をインストールしただけでは実際にサイトに表示するコンテンツを製作することができま

せん。追加機能を作成し、サイトと連動させる方法については、「サイトをつくろう」を参照してください。  

4.2.1 ソースファイルのアップロードで追加機能をインストールする 

XE オフィシャルサイトから追加機能ソースファイルをダウンロードし、XE インストールサーバーにアップロードする方

法です。下記例にて、ソースファイルをアップロードして掲示板モジュールをインストールする手順について説明しま

す。 

1. XE オフィシャルサイトのダウンロードページ(http://www.xpressengine.com/download)へ接続します。 

2. 掲示板モジュールをひとつ選び、マイコンピュータにダウンロードします。 

 

3. ダウンロードした掲示板モジュール(ZIP ファイル)の圧縮を解凍します。解凍が完了したら、board というディレク

トリが生成されます。 

http://www.xpressengine.com/download
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4. 解凍した board ディレクトリを XE インストールパスの./modules ディレクトリに移します。すべてのモジュールは、

XE インストールパスの./modules ディレクトリにインストールされます。 

5. 次の図のように、拡張機能 > Installed Module リストに掲示板モジュールが追加されているか確認します。 

 

6. この項目のアップデートが可能です、アップデートしますか？をクリックするとインストールが完了します。 

4.2.2 イージーインストールで追加機能をインストールする 

FTP 設定 

イージーインストールで追加機能をインストールするには、イージーインストールを使用するためのアカウントを設定

しなければなりません。アカウント設定の方法は下記のとおりです。 

1. XE Admin ページの画面右上にある Settings をクリックします。管理者メニューの設定 > FTP 設定をクリックし

ます。 

2. 次のようにウェブサーバーの FTP アカウント情報を入力します。 
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− FTP サーバーアドレス：サーバーアドレスは、XE のインストールされたサーバーからアクセスするためのア

ドレスです。特別な場合を除いては、XE は、XE 自身がインストールされたサーバーに構成要素をインスト

ールします。したがって、XE 自身をあらわすアドレスである、localhost、または 127.0.0.1 と入力します。 

− ユーザーID：サーバーにアクセス可能な ID 

− パスワード：サーバーにアクセス可能な暗証番号 

− FTP ポート番号：FTP ポート番号は、基本的に 21 を使用しますが、サーバーによって設定が異なる場合が

あります。21 でない場合は、サーバー管理者へお問い合わせください。 

− Passive モードを使用しますか？：クライアント(使用するウェブサーバー)がファイヤウォール環境にあっても

FTP サービスを正常に利用できるようにする機能です。はいを選択しない限り、ファイヤウォール環境にて

FTP を使用することはできません。したがって、イージーインストール機能を使用するためには、サーバー

が FTP Passive mode をサポートしなければなりません。 

− Use SFTP？：FTP プロトコルで受け渡しするデータは、暗号化されていません。SFTP(SSH File Transfer 

Protocol)を使用すると、イージーインストール機能をより安全に利用することができます。SFTP を利用する

には、関連 PHP モジュールがインストールされていなければなりません。 

− インストールされた XEの FTP 絶対パス設定：XE ソースのある場所の絶対パスです。パス入力時に FTP

絶対パスを入力します。たとえば、XE インストールを行ったアカウントと FTP 設定に使用するアカウントが

xemanual で、XE ソースのパスが/home/xemanual/xe の場合、xemanual ユーザーの FTP 絶対パスである

/xe/を入力します。 

参考 

ホームディレクトリを入力するときは、最後尾に必ず‘/’を付け加えてください。 
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3. リストを取得するをクリックし、正常にリスト取得ができたら保存をクリックします。 

これで、イージーインストールを使用するためのアカウント設定が完了しました。 

参考 

イージーインストール続行中に FTPホームディレクトリ設定関連のエラーが発生したら、「イージーインストール時の FTPホ

ームディレクトリ設定エラー」を参照してください。 

イージーインストール使用 

イージーインストールで Textyle モジュールをインストールする方法は、下記のとおりです。 

1. 管理者メニューの拡張機能 > Easy Install をクリックします。 

2. Textyle モジュールを検索し、モジュール説明の右側にあるインストールをクリックします。インストールが完了し

たら、右側のインストールボタンが消えます。 
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この章では、様々な追加機能をインストールしてサイトを製作する方法について説明します。XE を活用すれば、様々なタイプ

のサイトを製作できますが、この章では一般型、カフェ型、ブログ型の３つのタイプのサイトを製作する方法について説明しま

す。 

5. サイトをつくろう 
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5.1 一般型サイトをつくる 

この例題では、3 つの掲示板を作成し、各掲示板へのリンクメニューと掲示板の最新記事をトップページに表示する

簡単な一般型サイトを作ります。 

ここで製作する一般型サイトの完成画は、下記のとおりです。 

 

図 5-1 一般型サイト完成画面 

5.1.1 追加機能をインストールする 

レイアウトのインストール 

サイトを製作する前に、必要なレイアウトをインストールします。 

1. XE Admin ページの上部にあるイージーインストールをクリックし、イージーインストール画面へ移動します。 

2. レイアウトスキンのうち、「XE official Ver2」を検索し、右側のインストールをクリックします。 

参考 

イージーインストール機能を使用せずにソースファイルアップロードで追加機能をインストールすることもできます。詳細につ

いては、「ソースファイルのアップロードで追加機能をインストールする」を参照してください。 
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掲示板モジュールのインストール 

掲示板モジュールをインストールします。詳細なモジュールインストール方法については、「追加機能のインストー

ル」を参照してください。 

5.1.2 サイトマップ管理 

サイトで使用するモジュールは、サイトマップで作成し、管理することができます。下記の例では、サイトにホーム、お

知らせ、自由掲示板、レベルアップ申請所メニューを作成し、それぞれの掲示板やページと連動します。 

1. XE Admin ページにて、サイト > サイトマップメニューをクリックします。 

2. XE をインストールした際に自動生成された welcome_menu をそのまま活用することにします。まず、自動生成さ

れた menu1-1 と menu1 を削除します。 

 

3. 右下にあるメニュー追加ボタンをクリックします。 

4. Add Menu 画面が表示されたら、メニュー名にホームと入力し、モジュールまたは URL にて、 

モジュール生成を選択し、ページ > ウィジェット Page を選択します。モジュール ID 生成にて、home を入力し、
下記の保存をクリックします。welcome_menu にホームメニューが追加されたことを確認します。 

− メニュー名(ブラウザタイトル)：メニューを使用するときに表示されるメニュー名です。特に制約はなく、すべ

ての文字を使用できます。 

− モジュールまたは URL：新規生成するメニューと連動するコンテンツを選択します。 

− モジュール生成：モジュールを新規生成します。 

− モジュール選択：サイトにすでに生成されているモジュールのうち、いずれかを選択します。 

− リンク URL：外部リンクを連動します(http://含む)。 

− モジュール ID 生成：モジュールにアクセスするための名前。アルファベットと数字を混ぜて使用しますが、

先頭文字は、必ずアルファベットでなければなりません。モジュール名は、ウェブブラウザアドレスバーに表

示されるページ名になるため、アルファベットと数字以外の特殊記号などは使用できません。 

5. ホームメニュー作成と同様の方法でお知らせ、自由掲示板、レベルアップ申請所を生成します。 

− お知らせ：メニュー名に、お知らせと入力し、モジュールまたは URL にて、モジュール生成を選択して掲示

板を選択し、モジュール ID 生成に notice_board を入力します。 

− 自由掲示板：メニュー名に自由掲示板と入力し、モジュールはたは URL にてモジュール生成を選択して掲

示板を選択し、モジュール ID 生成にて freeboard を入力します。 

− レベルアップ申請所：メニュー名に、レベルアップ申請所と入力し、モジュールまたは URL にて、モジュール

生成を選択して、掲示板を選択し、モジュール ID 生成にて、levelup_board を入力します。 
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サイトマップメニューに、次のように 4 つのメニューが生成されていることを確認します。 

 

5.1.3 レイアウトの作成 

モジュールとメニューを画面に表示させるには、レイアウトを作成する必要があります。「レイアウトのインストール」

にて、インストールしたレイアウトを作成し、メニューと連動させます。 

XE のレイアウトを作成する際には、設定をいろいろ変更して、画面に多彩な効果を演出することができます。レイア

ウトを作成する方法は、下記のとおりです。 

1. XE Admin ページにて、拡張機能 > Installed Layout を選択します。 

2. 5.1.1 節でインストールした XpressEngine ver.2 レイアウトの名前をクリックします。 

3. 右下にある追加をクリックします。 

4. レイアウト追加画面のタイトルにホームページレイアウトと入力し、メニューにて、welcome_menu を選択します。

また、メニューと連動しているモジュールのレイアウトを一括で設定するためにレイアウトの一括適用にチェック

を入れ、右下にある保存をクリックします。 

レイアウト設定画面では、様々な設定内容を入力できますが、この例題では他の属性は変更せず、「サイトマッ

プ管理」で作成したメニューと連動する設定のみ行います。 
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5. レイアウトリストに、次のようにホームページレイアウトが追加されていることを確認します。 
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レイアウトが完成しました。前段階で作成した３つの掲示板にレイアウトを設定します。 

これで、ウェブブラウザで各掲示板の内容を確認することができます。 

5.1.4 ページの修正 

ここでは、各掲示板で最新記事を閲覧できるようにホームページを修正します。 

1. XE Admin ページにて、拡張機能 > Installed Module を選択します。 

2. ページモジュールを検索し、クリックします。 

3. リストにて、修正するページのブラウザタイトルをクリックします。 

4. ページが表示されたら、画面の右側にあるページ修正をクリックします。 

 

参考 

管理者権限でページへアクセスすると、ページのコンテンツを編集したり、設定したりできるキャッシュファイル再生成、設定、

ページ修正が表示されます。このボタンが見えない場合は、管理者 ID でログインしているかを確認してください。 
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各掲示板の最新記事をページに掲示するには、コンテンツを表示するウィジェットが必要です。まず、自由掲示板の

内容を表すためのウィジェットを生成します。 

5. 下記図のように、ページ修正画面が表示されたら、コンテンツウィジェットを選択し、挿入をクリックします。 

 

− ウィジェットコード作成画面が表示されたら、次のように必要な項目を入力し、コード生成をクリックします。

下記に明示されていない属性は、基本値をそのまま使用します。スキン：コンテンツウィジェットのデフォルト

スキン(default) 

− キャッシュ：5 分 

− 抽出対象：書き込み 

− モジュール：ウィジェットに公開するモジュールを選択 

− 内容のタイプ：画像+タイトル+内容 

− タブのスタイル：なし 

− HTML 表示タイプ：Table 

− 表示項目、および順番：タイトル、登録日、投稿者、内容 

− 掲示板名の表示：表示しない 

− コメント数：表示 

− トラックバック数の表示：表示 

− 分類表示：表示 

− アイコン表示：表示 

− ソート対象：最新登録順 

− ソートタイプ：降順 

− サムネール生成方法：Crop(刈り込み) 

− イメージ横幅サイズ：100 

− イメージ縦幅サイズ：75 

− 横並びイメージ数： 5 
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− リスト数：5 

− ページ数：1 

− New の表示時間(Hours)：12 

− タイトルの文字数：0 

− 内容の文字数：100 

ウィジェットが生成されたら、下記図のような画面が確認できます。 

 

参考 

掲示板に書き込みがない場合、ウィジェットに内容が表示されません。ウィジェットの内容を確認するためには、各掲示板に

テスト用の書き込みをあらかじめ作成しておかなければなりません。 

ウィジェットの上部にウィジェットと連動している掲示板の名前と、掲示板へ移動可能なリンクを挿入するためにウィ

ジェットスタイルを適用してみます。 

6. 追加されたウィジェットエリアの上にカーソルを置き、ウィジェットエリアの左上に表示されるアイコンメニューのう

ち、ウィジェットスタイル追加( )をクリックします。 

7. ウィジェットスタイルポップアップ画面が表示されたら、適用するウィジェットスタイルとしてシンプルストロングを

選択して設定をクリックします。 

8. ウィジェットスタイル設定画面が表示されたら、下記のように設定します。 

− カラーセット：ホワイト 

− タイトル：自由掲示板 

− 「もっと見る」URL：該当掲示板の url を入力します。自由掲示板のすべてのモジュール名は、freeboard01

であるため、http://xe インストールパス/freeboard01 を入力します。 

− 「もっと見る」テキスト：ウィジェットと連動されている掲示板へ移動するためのリンクのテキストです。この例

題では、more と指定します。 

http://xeインストールパス/freeboard01
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9. 自由掲示板ウィジェットに、ウィジェットスタイルが下記のように適用されているかどうか確認します。 

 

10. 他のふたつの掲示板と連動するウィジェットを作成し、ウィジェットスタイルを適用します。 

お知らせコード作成時の下記の設定情報以外の内容は、自由掲示板ウィジェット作成時に入力した内容と同様

であるため、自由掲示板ウィジェトの作成手順を参照してください。 

− 内容のタイプ：イメージ+タイトル+内容 

− 表示項目、および順番：title、regdate、nickname 

− モジュール：挿入をクリックし、モジュール選択ポップアップにて、モジュールにお知らせを選択 

レベルアップ申請所コードを作成するときにも下記の設定情報以外の内容は自由掲示板ウィジェット作成時の

内容と同様です。 

− 内容のタイプ：イメージ+タイトル+内容 

− 表示項目、および順番：title、regdate、nickname 

− モジュール：挿入をクリックし、モジュール選択ポップアップにて、モジュールにレベルアップ申請所を選択 

11. 下記のように 3 つのウィジェットがすべて追加されたかどうか確認します。ただし、掲示板の投稿によってウィジ

ェットの内容は異なることがあります。 
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ウィジェットが完成できたら、これらを再配置します。自由掲示板ウィジェットはそのままにし、自由掲示板ウィジ

ェットの下にお知らせとレベルアップ申請所ウィジェットを横並びに並べます。 

12. レベルアップ申請所ウィジェットエリアの上にカーソルを置き、ウィジェトエリアの左上のアイコンメニューのうち、

矢印( )をクリックします。 

13. 次のようなウィジェト設定画面が表示されたら、レベルアップ申請所ウィジェトの左側にお知らせウィジェットを並

べるスペースをつくるために、ウィジェット整列を右へに変更し、保存をクリックします。 
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14. レベルアップ申請所ウィジェットの左下にあるサイズ変更ハンドル( )をドラッグして、右側へ移動させウィジェッ

トの横幅を半分くらいに縮小します。 



 

 

 

50  XE ユーザーマニュアル 
 

 

15. お知らせウィジェットの右下にあるサイズ変更ハンドル( )を左側へドラッグして横幅を縮小します。お知らせウィ

ジェットの横幅がレベルアップ申請所の左側の空きスペースより小さくなると、レベルアップ申請所ウィジェットの

横に並びます。 

16. 次のように配置が完了したら、右下にあるメニューの保存をクリックします。 
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5.2 カフェ型サイトをつくる 

CafeXE は、サイトのメンバーにカフェを分譲するモジュールです。カフェごとに管理者とメンバーを管理でき、他のタ

イプの様々な XE モジュールと連動して運用できます。管理サイトにて、カフェを分譲し、管理を行うには、下記の説

明を参照してサイトをつくってください。 

参考 

カフェ型サイトと、ブログ型サイト（次の節で説明）は、仮想サイトを作成して、分譲したいユーザーに分譲できるため、特化さ

れたサイトを構築することができます。 

仮想サイトは、XE でつくられたウェブページを、XE 基本サイトとは別のサイトのように使用できる機能です。仮想サイト機能

を使用すると、XE 基本サイトとは設定の異なる仮想サイトを追加運用することができます。 

仮想サイトは、別途の仮想サイト別の管理ページで管理できます。また、他のユーザーに仮想サイト管理ページの権限を与

え、仮想サイトを分譲することもできます。CafeXE と Textyle は、このような仮想サイト機能で個別カフェとブログを作成し、管

理します。 

ここで製作するカフェ型サイトの完成イメージは、下記のとおりです。 

 

図 5-2 カフェ型サイトトップページ 
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図 5-3 個別カフェ画面 

5.2.1 追加機能のインストール 

ここで製作するカフェ型サイトを構成するために必要なモジュールとレイアウト、スキンは、下記のとおりです。「追加

機能のインストール」を参照してインストールしてください。 

モジュールのインストール 

カフェ型サイトをつくるには、下記のモジュールが必要です。 

• CafeXE モジュール（homepage） 

• 掲示板モジュール（board） 

• メニュー表示機ウィジェット(navigator) 

• イメージカウンターウィジェット(image_counter) 

• サイト情報出力 ver.0.1 

レイアウトのインストール 

ここで例題としてカフェ型サイト製作の際に使用したレイアウトとスキンは、下記のとおりです。 

• CafeXE レイアウト ver.0.1 

• login_info ウィジェット基本スキン ver.0.1 
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参考 

イージーインストールで CafeXE をインストールすると、必要なプログラムを自動的にインストールでき、CafeXE がより使いや

すくなります。 

5.2.2 カフェメインレイアウトの作成 

カフェメインレイアウトの作成 

1. XE Admin ページにて、拡張機能 > Installed Layout をクリックします。 

2. XE Cafe 公式レイアウトを検索してクリックします。 

3. 右下にある挿入をクリックし、新規レイアウト作成ページへ移動します。 

4. タイトルにカフェメインレイアウトと入力した後、挿入をクリックして新規レイアウトを生成します。 

CafeXE 管理メニュー確認 

XE Admin 画面にて、拡張機能 > Installed Module にて、CafeXE をクリックすると、次のように CafeXE 管理ページ

が表示されます。 

参考 

インストールされているモジュールリストにて、お気に入り( )をクリックすると、該当モジュールは、管理者画面右上のお気

に入り( )に表示されます。 

 

図 5-4 CafeXE 管理カフェリスト画面 

CafeXE 管理ページは、次の 4つのメニューで構成されています。 

• Cafe リスト：現在作成されている個別カフェのリストを確認できます。 

• Cafe 作成：新しいカフェを作成できます。 

• Cafe 設定：カフェのトップページ接続 ID 設定、および個別カフェサイトに必要な設定を管理します。 

• Cafe メインスキン：CafeXE トップページ画面を構成するメニューです。トップページタイトルと説明を入力でき、

特定のカフェを紹介できます。 

5.2.3 カフェの作成 

カフェを作成する方法は、下記のとおりです。 
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1. CafeXE 管理ページにて、Cafe 作成メニューへ移動します。 

2. 次のように設定し、カフェ作成をクリックします。 

− Cafe 名：作成するカフェの名前。例題では、CafeXE 紹介カフェと入力します。 

− アクセスタイプ：作成したカフェへ接続するための ID。この例題では、別途のドメインを使用できないため、

Site ID アクセスを選択し、cafe01 と入力します。 

参考 

サイトへの接続方法には、以下の 2つの方法があります。 

Domain アクセスは、XEがインストールされているドメインのサブドメインを作成して連動したり、追加的に使用している

Domain アドレスを使用することができます(例：http://domain.mydomain.com)。 

Site ID アクセスは、XE にインストールされている別途のモジュールのように、mid(module ID)を作成し現在使用しているサイ

トのサブページへ連動する方法です(例：http://www.mydomain.com/ID)。このとき、XE にインストールされている他のモジュ

ールと mid が重複しないようにしてください。 

3. カフェが生成されたら、次の値を設定できる CafeXE 管理画面が表示されます。 

− Cafe 管理者：生成されたカフェの管理者を指定します。 

− 基本レイアウト：カフェのレイアウトを変更します。 

− レイアウト変更：このオプションを選択すると、カフェ管理者がカフェのレイアウトを直接変更できます。 

− 許容サービス：個別カフェで生成できるモジュールの種類と生成数を指定します。 

4. 基本設定値を維持するには、右下の戻るをクリックします。 

5.2.4 カフェの設定 

カフェ設定方法は、下記のとおりです。 

1. CafeXE 管理ページにて Cafe 設定メニューに移動します。 

2. 次のように設定情報を入力し、画面下の保存をクリックします。 

− Cafe メイン ID：トップページへのアクセスの際に必要な ID。この例題では、モジュール ID を cafe と設定しま
す。 

− ブラウザタイトル：トップページへアクセスする際にブラウザに表示されるテキスト 

− Cafe トップページのレイアウト：メインページで使用されるレイアウト。生成されたすべてのレイアウトのリス

トが表示され、前段階で生成したカフェメインレイアウトを検索して選択します。 

− スキン：カフェメインページに表示されるスキンです。詳細設定は、「カフェメインスキン設定」で行います。 

− Cafe アクセス方法：カフェメインページへのアクセス方法を選択します。Site ID アクセスと Domain アクセス

についての説明は、「カフェの作成」を参照してください。 

− Cafe の作成権限：サイトのメンバーのうち、カフェを作成できる権限レベル。 

− デフォルトレイアウト：個別カフェを作成する際に連動するレイアウト。前述で作成した XE Cafe Site 

Layout(xe_cafe)を選択します。 

− レイアウト変更：選択すると、個別カフェ管理者が自身のカフェレイアウトを別途修正できるようになります。 

− 許可サービス：個別カフェで使用する基本サービスを制限できます。このフィールドに何も入力しなかった場

合は、無制限でコンテンツが作成できてしまうため、充分検討の上、値を指定することを推奨します。この例

題では、掲示板 10 個、ページ 2個まで作成できるよう、値を入力します。 

− Config top menu：個別カフェ上部に掲出するメニューを選択できます。メニュー生成、および管理は、「サイ

トマップ管理」を参照してください。 

http://domain.mydomain.com/
http://www.mydomain.com/ID
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5.2.5 カフェメインスキン設定 

カフェメインスキンを設定する方法は、次のとおりです。 

1. CafeXE 管理ページにて、カフェメインスキンメニューへ移動します。 

2. 下記図の各領域の内容を確認して、カフェメインページ本文に使用する内容を入力します。 
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5.2.6 個別カフェの管理 

個別カフェ管理権限のあるユーザーには、個別カフェ画面の右上に Cafe 設定が表示されます。このボタンをクリッ

クすると、個別カフェの管理ページへ移動します。 
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図 5-5 個別カフェ管理者ページ 

個別カフェ管理者は、次の内容を設定できます。 

• Cafe 設定：カフェ名、説明、バナーイメージを修正、登録します。 

• 会員のグループ管理：メンバーグループを作成し、管理します。新規メンバーの基本グループを設定します。 

• 会員リスト：カフェに登録しているメンバーを閲覧し、メンバーグループを変更したり、メンバーを削除してカフェか

ら退会させます。 

• 基本メニュー管理：カフェで使用する掲示板やページなどのサービスを登録、削除します。 

• 機能設定：エディターコンポーネント/アドオンを有効にしたり、設定を変更します。 

• アクセス集計：カフェへのアクセス数のカウントを確認します。 

• モジュール詳細設定：カフェに含まれている各掲示版やページなどの詳細設定を変更します。また、カフェに含

まれている掲示板やページなどを他のカフェや基本サイトと相互で交換することができます。 
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5.3 ブログ型サイトをつくる 

ブログ型サイトは、Textyle モジュールを使用して簡単に製作することができます。Textyle モジュールは、XE の提供

する専門ブログ機能を実行するモジュールです。段落別エディター、資料箱など、パワフルなコンテンツの生産と発

行のための機能を提供します。 

Textyle は、CafeXE のように、仮想サイト機能を提供します。これにより、新規 Textyle を作成し分譲することで、ブ

ログコミュニティを運用することもできます。 

ここで製作するブログ型サイトの完成画は、下記のとおりです。 

 

図 5-6 Textyle を用いたブログ型サイト 

5.3.1 追加機能のインストール 

この例題で製作するブログ型サイトを構成するために必要なモジュールとウィジェット、スキンは、下記のとおりです。

「追加機能のインストール」を参照してインストールしてください。 

必要なモジュール 

• Textyle モジュール 

• 資料モジュール 

必要なウィジェット 

• タグリスト 

• カテゴリー(category)表示 

必要なスキン 

• 段落別エディター 
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5.3.2 Textyle 管理ページ 

必要な追加機能をインストール後に管理者画面の拡張機能 > Installed Module のリストに Textyle モジュールが表

示されるか確認します。Textyle をクリックすると、下記図のように Textyle 管理ページが表示されます。 

 

図 5-7 Textyle 管理ページ 

Textyle 管理メニューは、次の 6つのメニューで構成されています。 

• Textyle リスト：現在作成されている Textyle のリストを確認することができます。 

• Textyle 生成：アクセスタイプと Textyle 管理者 ID を入力し、Textyle を作成します。 

参考 

Textyle を接続するには、2 つの方法があります。XE インストール後に使用しているドメインアドレスがあれば、そのドメイン

でサイトをつなげて接続する方法と、サイトアドレスに ID を付け加えて新規 URL を作成する方法があります。管理サイトに

Textyle を追加的にインストールするときは、2 番目の方法を推奨します。 

• Textyle メニュー修正：Textyle にて基本提供されるメニューを非表示にしたり、基本プロパティ以外の機能やペ

ージを開発してメニューに追加することができます。ここで非表示にしたり、追加するメニューは、分譲されたす

べての Textyle に一括適用されます。 

• BlogAPI サービス編集：BlogAPI は、自身のブログではなく、他のアプリケーションから投稿する機能です。

Textyle の記事を BlogAPI をサポートするブログにリモートで投稿することができます。 

• バックアップ要請：分譲されている Textyle から要求されたバックアップ要求の内訳を確認することができます。

Textyle バックアップは、分譲された Textyle の管理者が、自身の Textyle 管理者ページで実行できます。分譲

したサイト管理者は、分譲されたすべての Textyle バックアップを直接実行することもできます。 

• 追加メニュー設定：Textyle に追加可能な他のモジュールのリストを確認します。このメニューでは、個別管理者

が使用できるモジュールの数を制限することができます。値が空の場合、個別サイト管理者は、該当モジュール

を無制限に使用することができます。 

5.3.3 Textyle の作成 

Textyle の作成方法は、下記のとおりです。 

1. Textyle 管理ページにて、Textyle 生成メニューをクリックします。 

2. アクセスタイプと Textyle 管理者(ID)を設定し、右下にある Textyle 生成をクリックします。この例題では、次のよ

うに設定します。 
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− アクセスタイプ：Site ID アクセス 

− Textyle 管理者(ID)：admin 

 

Textyle が完成したら、Textyle リストメニューで作成した Textyle 情報が表示されます。 

5.3.4 Textyle の設定 

Textyle トップページの左上にある Admin をクリックし、個別管理者画面である admin’sTextyle ページへログインし

ます。 
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図 5-8 Textyle 個別管理者画面 

Textyle 管理者メニューのうち、設定関連の機能は、下記のとおりです。 

• マイプロフィール：ユーザー情報を設定します。ニックネーム、メールアドレス、プロフィール写真、自己紹介など

を作成、修正します。 

• ブログの基本設定：ブログ情報を設定します。ブログタイトル、ブログの説明を簡単に作成・編集し、ファビコン

(ウェブサイトアドレスの先頭に表示されるお気に入りアイコン)を設定したり、メニューの言語、およびタイムゾー

ンを設定します。 

• 記事の設定：書き込みの作成環境を設定します。段落別エディター使用設定、フォント、投稿記事のヘッダー、

およびフッター、遠隔投稿(この Textyle にリモートで投稿する機能)機能の設定を行います。 

• コミュニケーションの設定：Textyle トップページに公開する対象と個数を指定します。また、me2day、Twitter へ

の書き込み転送の設定、RSS での配信設定やコメント、ゲストブックの作成フォーマットを設定します。 

• 遠隔発行設定：この Textyle で作成した書き込みを他のブログや掲示板へ転送できるように設定します。 

• アドオン管理：Textyle にインストールしたアドオンの機能を設定します。 

• データ管理：ブログの書き込みやデータをバックアップ、インポートしたり、ブログを初期化します。 

• パスワード変更：この Textyle の管理者パスワードを変更します。 

• 追加メニュー：XE にインストールされているモジュールを Textyle メニューに追加します。 

5.3.5 Textyle デザインの設定 

Textyle のスキンを変更すると、個性的なブログに仕上がります。Textyle インストールの際に提供される基本スキン

やオフィシャルサイトからダウンロードしたスキンを適用できます。適用されたスキンは、管理者が編集し、自分のブ

ログにあわせて修正可能です。なお、モバイルデバイスで使用するブログスキンも選択できます。 
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スキンのインストールと適用 

新しいスキンを適用するには、まず Textyle スキンをインストールしなければなりません。XE オフィシャルサイトのダ

ウンロードページ(http://www.xpressengine.com/download)より、様々なスキンをダウンロードしてインストールでき

ます。 

Textyle スキンを適用する方法は、下記のとおりです。 

1. Textyle 管理者メニューのうち、デザイン > スキン変更をクリックして、基本 Textyle スキンの中から、サイトに

適用するスキンを選択します。この例題では、PXE Xesta v2.5 を選択します。 

参考 

適用したいスキンをクリックすると、該当スキンの詳細情報を確認することができます。スキン詳細情報画面では、スキンを

適用した Textyle の画面イメージ、または実際にスキンが適用されている Textyle サイトの URL アドレスが表示され、該当ス

キンを適用した様子をプレビューで確認できます。 

詳細情報のうち、インストールパスは、スキンインストール時にファイルのアップロード先を意味します。イージーインストール

を使用せずに直接ソースコードをアップロードし、スキンをインストールする場合は、インストールパスを記憶しておかなけれ

ばなりません。 

2. 詳細画面のダウンロードをクリックし、スキンファイルをコンピュータにダウンロードして、サーバーのスキンイン

ストールパスにアップロードします。詳細なインストール方法については、「ソースファイルのアップロードで追加

機能をインストールする」を参照してください。 

3. デザイン > スキン変更を選択すると、下記図のようにインストールしたスキンの情報が表示されます。 

 

ウィジェットの作成 

適用したスキンに 3 つのウィジェットを作成します。それぞれ、最新記事と最新のコメント、最新のトラックバックリスト

を表示するよう設定します。 

http://www.xpressengine.com/download
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1. XE Admin ページにて、サイト設定 > ウィジェットを選択すると、現在のサイトにインストールされているウィジェ

ット情報が表示されます。 

2. 基本インストールされているウィジェットの中から、コンテンツウィジェットを選択して追加をクリックします。 

3. 各フィールドを次のように設定し、コード生成をクリックします。3 つのウィジェットは、抽出対象以外のプロパティ

はすべて同じです。抽出対象のみをそれぞれの値で設定し、コードを 3 回作成します。 

− ウィジェット：コンテンツウィジェット ver x.x 

− スキン：Content ウィジェットのデフォルトスキン(default)、カラーセット：白い背景用 

参考 

スキンにて、適用するスキンを選択して選択をクリックすると、カラーセットを指定できます。コードを正常に作成するには、必

ずスキン選択後にカラーセットを指定しなければなりません。 

− キャッシュ： 0 分 

− 抽出対象 

− 最新記事ウィジェット：書き込み 

− 最新コメントウィジェット：コメント 

− 最新トラックバックウィジェット：トラックバック 

− 内容のタイプ：タイトル 

− タブのタイプ：なし 

− 表示項目、および順序：title 

− 掲示板名の表示：表示しない 

− コメント数：表示 

− トラックバック数の表示：表示しない 

− 分類表示：表示しない 

− アイコン表示：表示しない 

− ソート対象：最新登録順 

− ソートタイプ：降順 

− サムネール生成方法：Crop(刈り込み) 

− イメージ横幅サイズ：入力しない 

− イメージ縦幅サイズ：入力しない 

− 横並びイメージ数：入力しない 

− リスト数：10 

− ページ数：1 

− New の表示時間(Hours)：入力しない 

− タイトルの文字数：30 

− 内容の文字数：入力しない 

− モジュール：追加しない 

− Feed 関連設定：すべて入力しない 

− HTML 表示タイプ：UL 

4. 作成されたコードをコピーしてポップアップ画面を終了します。 
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5. Textyle 個別管理者画面の左側にあるデザイン > HTML.CSS 編集メニューを選択し、_el.html タブを選択し、

Recent Entries タグに最新記事ウィジェット、Public Voice タグに最新コメントウィジェット、Trackbacks タグに最

新トラックバックウィジェットタグを貼り付けます。 

 

参考 

HTML/CSS 編集でスキンを修正し、ウィジェットスキンを挿入して、お気に入りのスキンを製作しても、他のスキンを適用した

瞬間、これまでの修正内容が消えてしまいます。これを防止するには、スキンをバックアップしなければなりません。

HTML/CSS 編集画面下部にスキンバックアップ、スキン復旧、初期化があります。 

 

－スキンバックアップ：現在のスキンの内容をバックアップし、スキン変更以後にも好きなときにダウンロードできます。 

－スキン復旧：スキンバックアップ機能でバックアップしたスキンを再アップロードして修正したスキンを再度適用できます。 

－初期化：修正内容をすべて削除し、スキンを元の状態に戻します。修正前の状態に戻したい場合に使用します。 
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5.4 初期起動モジュールの設定 

サイトの初期起動モジュールを変更することができます。初期起動モジュールを変更しなかった場合は、ユーザーが

サイトへはじめてアクセスした際に、Welcome ページ(XE インストール時に自動生成されたページ)が表示されます。 

初期起動モジュールを設定する方法は、次のとおりです。 

1. XE Admin ページにて、設定 > General メニューに移動します。 

2. 設定画面が表示されたら、基本設定のサイトへ接続した際にデフォルトで起動するモジュールを指定することが

できます。の下の検索をクリックします。基本モジュールが含まれている仮想サイト ID を入力したり、メインサイ

トに含まれているモジュールの場合は、値を入力せずにOK をクリックします。 

3. 生成されたサイトのレイヤポップアップが表示されたら、初期画面として選択するモジュールの含まれているサ

イトをクリックします(仮想サイトがなければ、現在使用しているドメイン情報が表示されます)。 

4. 選択したサイトに含まれているモジュールタイプが表示されたら、初期画面として選択するモジュールのタイプを

選択します。 

5. 選択したモジュールタイプで生成されたモジュールインスタンスが表示されたら、初期画面として選択するモジュ

ールの右側にある選択をクリックします。 

6. ページの最下部にある保存をクリックします。 

 

 



 

 

  

この章では、XE をインストールし、使用する際に役立つ情報を提供します。 

6. 付録 
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6.1 Windows 環境設定 

Windows 環境で XE をインストールするには、Web PI を利用します。 

参考 

Windows XP にて、Web PI を使って XE をインストールすると、URL を短縮する mod_rewrite を使用できません。mod_rewrite

を利用するには、APMsetup(韓国語のみ対応)を使用して XE をインストールします。 

Web PI でパッケージされた XE は、1.4.0.5 バージョンです。より最新の XE をインストールするには、APMsetup を利用するか、

もしくは Web PI を利用してインストール後に XE core を別途アップデートしてください。 

6.1.1 アカウント設定 

Windows 系列のサーバーに XE をインストールするには、サーバーへアクセス可能なアカウントが必要です。サーバ

ーアカウントは、サーバー管理者に問い合わせて取得してください。サーバーを直接管理する場合には、既存のア

カウントを使用したり、新しいアカウントを作成して使用します。 

アカウント名を指定したら、次にアカウントタイプを選択します。サーバーのセキュリティを維持するために、できれば

制限されているアカウントを選択して該当アカウントの権限を最小化することを推奨します。 

6.1.2 リモートデスクトップ接続 

サーバーを直接操作できない場合、リモートでサーバーに接続し、操作しなければなりません。Windows システムは、

他のコンピュータに接続して操作が可能なリモートデスクトップ接続プログラムを提供しています。 

リモートデスクトップ接続を使用するには、サーバーのドメインアドレス、または IP アドレスが必要です。すでにドメイ

ンの設定が済んでいるなら、設定されているドメインを利用してアクセスしますが、そうでない場合、IP アドレスを利

用しなければなりません。サーバーの IP アドレスを確認し、リモートデスクトップ接続でそのアドレスへアクセスする

方法は、下記のとおりです。 

1. Windows サーバーのコマンドプロンプトを実行します。 

2. ipconfig コマンドを入力してサーバーの IP アドレスを確認します。 
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3. マイコンピュータにて、スタート > アクセサリ > リモートデスクトップ接続を実行したり、コマンドプロンプトにて

mstsc を実行します。 

4. リモートデストップ接続画面が表示されたら、コンピュータに接続するサーバーのアドレスを入力し、接続をクリッ

クします。 

 

5. サーバーのアカウントとパスワードを入力する画面が表示されたら、「アカウント設定」にて作成したアカウント情

報を入力してサーバーへログインします。 

6.1.3 Web PI でインストールする 

Web PI は、マイクロソフト社の、ウェブプラットフォーム製品を便利に利用するためのツールです。サーバーに必要

な構成要素やウェブアプリケーションを自動的にインストールし、設定します。 

Web PI は、ウェブアプリケーションをインストールするときにそのウェブアプリケーションに必要な構成要素を一度に

インストールします。したがって、Web PI を使用して XE をインストールすると、XE インストールに必要なプログラムも

一緒にインストールされます。 

マイクロソフトウェブプラットフォームオフィシャルサイト(http://www.microsoft.com/web/default.aspx)にて Web PI イ

ンストーラをダウンロードできます。 

Web PI インストーラの実行、および XE インストール開始 

1. Web PI インストーラを実行し、ウェブアプリケーションタブにてコンテンツ管理を選択します。 

2. コンテンツ管理タブのアプリケーションリストのうち、XpressEngine を選択し、インストールをクリックします。 

http://www.microsoft.com/web/default.aspx
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3. XE core をインストールするために追加インストール、および設定される構成要素情報を確認し、同意するをクリ

ックしてインストールします。 

追加構成要素のインストール 

追加インストールされる構成要素のうち、MySQL DBMS が含まれている場合、MySQL DBMS のインストール時に

管理者パスワードを指定しなければなりません。管理者パスワードを指定する画面が表示されたら、パスワードを指

定し、続行をクリックします。 

参考 

Web PI にて、MySQL管理者パスワードをはじめて指定するときに、アルファベット大文字、小文字、数字、記号がすべて含

まれているパスワードを指定しなければなりません。MySQL管理者パスワードは、XE をインストールするときに必ず必要な

情報であるため、必ず記憶しておいてください。 

アカウント設定が完了したら、構成要素がインストールされます。 

XE インストールに必要な情報入力 

XE インストールに必要な構成要素のインストールが完了したら、XE インストールが開始されます。 

1. 下記図のように XE をインストールするサイト情報入力し、続行をクリックします。 

特に追加設定する内容がなければ、基本設定をそのまま使用します。 
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2. 次のように XE core インストール情報を入力して続行をクリックします。 

• データベース：XE で使用する DBMS の種類。この例題では、MySQL を選択します。 

• 新規データベース作成、または既存データベース使用：既存のデータベースを使用して XE を運用するか、新規

データベースを使用するかを選択します。できれば、新規データベース作成を選択することを推奨します。 

• データベース管理者：選択されている DBMS の管理者 ID。この例題で使用されている MySQL の管理者 ID は、

root です。 

• データベース管理者パスワード：選択した DBMS の管理者のパスワード。「追加構成要素のインストール」で指

定した MySQL 管理者のパスワードを入力します。 

• データベースユーザー名：XE にて、データベースへアクセスするときに使用するユーザー名 

• データベースパスワード：XE にて、データベースへアクセスするときに使用するユーザーパスワード 

• データベースサーバー：DBMSのインストール先を URL 形式で指定。この例題では、サーバーと DBMS が同じ

コンピューターで動作するため、localhost を入力します。 

• データベース名：XE で使用する既存、または新しいデータベースの名前 

• データベーステーブルのプレフィックス：XE で作成したテーブルの名前に使用する先頭文字列 

• XE 管理者 ID：XE 管理者の ID 

• XE 管理者名：XE 管理者の名前 

• XE 管理者ニックネーム：XE 管理者アカウントのニックネーム 

• XE 管理者パスワード：XE 管理者アカウントのパスワード 

• XE 管理者 e-mail アドレス：XE管理者アカウントのメールアドレス 

• URL Rewrite 使用要否：mod_rewrite 使用要否。この項目を有効にすると、URL を覚えやすく短縮して使用でき

ます。 

• GMT Timezone：XE がサービスするエリアの標準時間 

インストール確認 

すべてのインストールが完了したら、ウェブブラウザを利用してサイトへ接続します。インストールが正常に完了した

ら、次のように画面が表示されます。 
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図 6-1 XE インストール完了画面 

参考 

Web PI で XE をインストールすると、XE core が最新バージョンでない場合があります。最新バージョンにアップデートするに

は、オフィシャルサイトから XE core 最新バージョンのファイルをダウンロードし、圧縮を解凍後にサイトのルートフォルダ

(C:\Inetpub\wwwroot\xe)に上書きしてください。 
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6.2 Linux 環境設定 

ここでは、Linux サーバーを使用して、XE をインストールするときに必要な基本情報について説明します。 

6.2.1 アカウント設定 

XE をインストールするには、サーバーへアクセス可能なアカウントと XE 情報が格納されているデータベースのアカ

ウントが必要です。次のようにサーバーとデータベースアカウントを確認します。 

1. サーバーに管理者アカウントでログインし、useradd コマンドを使用してユーザーアカウントを作成します。

useradd コマンドの詳細な使用方法については、「アカウント作成コマンド - useradd」を参照してください。 

ただし、ウェブホスティング業者の提供するサーバーの場合は、該当業者にお問い合わせください。 

2. XE インストール、および運用に必要なすべての情報が格納されるデータベースのアカウント情報を確認します。

使用中の DBMS アカウントの作成、および確認方法については、オフィシャルサイトを参照してください。 

− CUBRID オフィシャルサイト(http://www.cubrid.com/zbxe/home)  

− Firebird オフィシャルサイト(http://www.firebirdsql.org/)  

− MySQL オフィシャルサイト(http://www.MySQL.com/)  

− PostgreSQL オフィシャルサイト(http://www.postgresql.org/)  

− SQLite オフィシャルサイト(http://www.sqlite.org/)  

− MS SQL サーバーオフィシャルサイト(http://www.microsoft.com/korea/sqlserver/2008/default.aspx) 

6.2.2 PuTTY 使用 

サーバーへアクセスするために PuTTY(パティ)というリモート接続プログラムを使用します。PuTTY は、telnet や

SSH(Secure Shell)プロトコルをサポートするサーバーでのみ使用できます。 

PuTTY プログラムのインストール、および使用方法は、下記のとおりです。 

1. PuTTY オフィシャルサイト(http://www.putty.nl/)にてインストールファイルをダウンロードし、インストールします。 

2. PuTTY 実行画面にて Host Name にサーバーアドレスを入力し、画面下部のOpen をクリックします。 

3. ログイン画面が表示されたら、ID とパスワードを入力します。 

パスワード入力の際に画面に変化がないため、入力内容を確認することができませんが、パスワードを正しく入力し、

エンターキーを押下すると、認証成功/失敗結果が表示されます。 

http://www.cubrid.com/zbxe/home
http://www.firebirdsql.org/
http://www.mysql.com/
http://www.postgresql.org/
http://www.sqlite.org/
http://www.microsoft.com/korea/sqlserver/2008/default.aspx
http://www.putty.nl/
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図 6-2 PuTTY ログイン画面 

6.2.3 XE core インストールファイルのアップロード 

マイコンピュータに保存されているファイルをウェブサーバーへアップロードするには、FTP(File Transfer Protocol) 

プログラムが必要です。本書では、FileZilla という無料の公開プログラムを使用します。FileZilla は、FileZilla オフィシ

ャルサイト(http://filezilla-project.org/download.php?type=client)よりダウンロード可能です。 

FileZilla を使って XE インストールサーバーへ接続し、ファイルをアップロードします。 

− ホスト：サーバードメインアドレス、または IP アドレス 

− ユーザー名：サーバーへのアクセス権限のあるアカウント。前述の PuTTY でサーバーへ接続する際に使用

したアカウントを入力します。 

− パスワード：アカウントのパスワード 

− ポート：アクセスサーバーの FTP ポート番号。一般的に 21 を使用します。サーバー管理者が FTP ポート番

号を変更できるため、接続できない場合は、アクセスサーバーの FTP ポート番号を再度確認してください。 

http://filezilla-project.org/download.php?type=client
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図 6-3 FileZilla でサーバー接続に成功した画面 
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6.3 XE core インストールファイルの形式別アップロード方法 

ウェブサーバーに XE core ファイルをアップロードする方法には、下記の２つの方法があります。 

• ZIP ファイルをダウンロードして、圧縮を解凍し、サーバーにアップロードする 

• tar.gz ファイルをダウンロードして、サーバーにアップロードし、圧縮を解凍する 

上記の 2 つの方法のうち、いずれかを選択してアップロードします。 

圧縮を解凍後にアップロードする 

1. .zip 拡張子の XE core インストールファイルを、マイコンピュータにダウンロードして圧縮を解凍します。 

2. FileZilla を使用して、圧縮を解凍して作成された xe ディレクトリ内のファイルをサーバーにアップロードします。 

参考 

XE core ファイルは、サーバーの root ディレクトリにアップロードします。例えば、manual.xpressengine.com サーバーの root

ディレクトリに xe ディレクトリをアップロードした場合、manual.xpressengine.com/xe へアクセスしなければなりません。 

ファイルアップロード後に圧縮を解凍する 

Windows 環境では、ファイルをアップロードしてから、インストールされている圧縮プログラムを使用して圧縮を解凍

します。 

Linux 環境では、次のようにファイルをアップロード後に圧縮を解凍します。 

1. tar.gz 拡張子の XE core インストールファイルをマイコンピュータにダウンロードし、サーバーにアップロードしま

す。 

2. PuTTY を実行し、サーバーへアクセスして、root ディレクトリに移動します。 

3. ls コマンドを入力して、xe.x.x.x.tar.gz ファイルがアップロードされたかどうか確認します。 

4. tar コマンド(オプション xzf)を利用して、tar.gz ファイルの圧縮を解凍します。 

 

5. mv コマンドを利用して作成された xe ディレクトリ配下の内容を、webroot ディレクトリへ移動します。そうすると、

ドメインパスでウェブページへのアクセスが可能になります。 

mv xe/* . 

mv xe/.htaccess . 

このとき、コマンド最後尾のドット‘.’を忘れないように注意してください。 
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6. すでに xe.x.x.x.tar.gz ファイルの圧縮を解凍し、xe ディレクトリの内容をすべて移動させたため、rm コマンドを使

用して xe.x.x.x.tar.gz ファイルと xe ディレクトリを削除します。 

参考 

Linux コマンドについての詳細は、「Linux コマンド」を参照してください。 
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6.4 Linux コマンド 

6.4.1 ファイル圧縮、および解凍コマンド – tar 

使用形式： tar <Operation> [Options] (ディレクトリパス、または圧縮ファイルパス) 

<Operation> 

• [-]A：圧縮ファイルに tar ファイルを追加 

• [-]c：tar ファイル作成 

• [-]d：圧縮ファイルと比較するときに使用。tar ファイルと該当ファイルシステムの差分を確認するときに使用 

• [-]r：圧縮ファイルの最後尾にファイルを追加 

• [-]t：圧縮ファイルのリスト確認 

• [-]u：すでに圧縮されているファイルより新しいファイルの場合に追加 

• [-]x：圧縮ファイルの圧縮を解凍 

• --delete：圧縮ファイルからファイルを削除 

<Common Options> 

• -C：圧縮ファイルを解凍する位置を指定 

• -f：ファイル名指定 

• -j：bzip2 に圧縮、または解凍 

• -p：tar ファイルを作成したり、圧縮を解凍するときに元ファイルのプロパティ(権限、ディレクトリ所有者などのプ

ロパティ情報)をそのまま維持 

• -v：圧縮、解凍する際の過程を詳細に表示 

• -z：gzip での圧縮、解凍を一度に実行したい場合に使用 

6.4.2 ファイル、およびディレクトリ削除コマンド – rm 

使用形式： rm [Option] (ファイル、またはディレクトリパス) 

[Option] 

• [-]f：削除するファイルを追加確認なしで強制的に削除 

• [-]r：ディレクトリと下位ディレクトリ、およびファイルをすべて削除 

• [-]v：削除しているファイルの情報を表示 

6.4.3 ファイル、およびディレクトリ移動コマンド – mv 

使用形式： mv [option] (ファイル、またはディレクトリパス) (ファイル名、またはディレクトリパス) 

[Option] 

• [-]b：対象ファイルがある場合、上書きする前にバックアップファイルを作成 

• [-]f：対象ファイルがある場合、強制的に上書き 

• [-]u：対象ファイルがある場合、対象内容が最新の場合のみ上書き 

• [-]v：ファイル移動過程を表示 

6.4.4 ディレクトリ作成コマンド – mkdir 

使用形式： mkdir [Option] (ディレクトリ名) 
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[Option] 

[-]p：最終ディレクトリ名の上位ディレクトリがなければ、上位ディレクトリまですべて作成 

6.4.5 ファイル、およびディレクトリ権限変更コマンド – chmod 

使用形式：chmod [Option] <mode> (ファイル、またはディレクトリパス) 

[Option] 

• [-]c：実際にファイルの権限が変更されたファイルのみ表示 

• [-]f：ファイルの権限が変更できない場合に発生するエラーメッセージを表示させない場合に使用 

• [-]v：変更された権限の内容を表示 

• [-]R：ディレクトリとファイルの権限をすべて変更 

<mode> 

ファイル、およびディレクトリが所有できる権限は、r(read 読み)、w(write 書き)、x(execute 実行)の３つです。それぞ

れの権限は、下記表のように固有の値を持ち、この値を足して mode を作成することができます。 

ユーザー グループ その他 

r W x r w x r w x 

400 200 100 40 20 10 4 2 1 

700 70 7 

例えば、すべての権限を与えるなら、上記値をすべて足した 777 を mode として使用します。ユーザーはすべての権

限を持ち、その他のユーザーは読み取りと実行の権限のみを与えるなら、mode を 755 に設定します。 

6.4.6 アカウント作成コマンド - useradd 

使用形式：useradd [Option] (アカウント名) 

[Option] 

• [-]u：ユーザーID 

• [-]g：グループ ID、またはグループ名 

• [-]s：使用される SHELL 情報 

• [-]d：ユーザーHome ディレクトリ 
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6.5 エラー処理 

ここでは、XE をインストール、および設定する際に発生し得るエラーとその解決方法について説明します。 

6.5.1 MySQL 最小バージョンエラー 

• エラー事象：XE cannot be installed under the version of MySQL 4.1. Current MySQL version is x.x.x-log メッ

セージが表示されます。 

• 原因：MySQL バージョンが最小サポートバージョンより低い場合に発生します。 

• 解決方法：MySQL を 4.1 以上にアップデートします。 

6.5.2 DB アカウント情報エラー 

• エラー事象： Access denied for user ‘xxx’@’xxxx’ (using password: YES) xxx メッセージが表示されます。 

• 原因：DB アカウントがなかったり、パスワードが間違っていたり、接続するデータベースへのアクセス権限がな

い場合に発生します。 

• 解決方法：アカウント設定、およびアクセス権限情報、入力したデータベース情報が正しいか確認します。 

6.5.3 XE インストール時の権限設定漏れエラー 

 

図 6-4 権限設定漏れによるエラー 

• エラー事象：[必須] XE のインストールパスまたは「./files」ディレクトリのパーミッションを「707」に設定して下さ

い。というメッセージが表示されます。 

• 原因：XE インストールパスに files ディレクトリがない場合に発生します。 

• 解決方法(Windows)：XE インストールパスに files ディレクトリがあるかどうか確認します。 
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Windows XP では、ファイルやフォルダに対する権限を別途設定することなく XE をインストールすることができま

す。ただし、Windows 7(IIS7)では、次のように IIS_IUSRS(グループ)、および IUSRS(ユーザー)へ権限を与えなけ

ればなりません。 

a. XE インストールフォルダ(この例題では、C:\Inetpub\wwwroot\xe)にてマウス右クリックし、プロパティを選択

します。 

b. フォルダのプロパティ画面にて、セキュリティタブを選択します。 

c. 画面中央の編集をクリックします。 

d. フォルダのアクセス許可画面にて、グループ名またはユーザー名リストのうち、IIS_IUSRS グループと IUSR

ユーザーがあるかどうか確認し、なければ追加をクリックします。 

e. ユーザーまたはグループの選択画面にて、選択するオブジェクト名を入力してくださいの下に IUSR と入力
し、名前の確認をクリック後に OK をクリックします。 

f. フォルダのアクセス許可画面にて、もう一度追加をクリックします。 

g. ユーザーまたはグループの選択画面にて、IIS_USRS と入力し、名前の確認をクリックしてから OK をクリック

します。 

h. ユーザーとグループがすべて追加されたら、IUSR を選択して下記の使用権限のうち、フルコントロールに許

可をクリックしてから、適用をクリックします。 

 

i. IIS_IUSRS にも同様にすべての権限を適用するように設定します。 

• 解決方法(Linux)：XE インストールパスに files ディレクトリがあるか確認します。 

Linux 環境では、files ディレクトリがなければ、mkdir コマンドで files ディレクトリを作成し、chmod コマンドを利用

して権限を設定します。 
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6.5.4 イージーインストール時の FTP ホームディレクトリ設定エラー 

• エラー事象：msg_make_directory_failed メッセージが表示されます。 

• 原因：サイト環境設定のインストールされている XEの FTP パス設定値が間違っている場合に発生します。 

• 解決方法：インストールされている XEの絶対パスを確認し、値を再設定します(XE 絶対パスの最後尾に必ず

‘/’を表記しなければなりません)。 


	1. XE紹介
	1.1 XEとは?
	1.2 XEの機能と特徴
	サイト構築を簡単に
	モジュール型構造
	オープンコミュニティ
	多国語に対応

	1.3 用語解説

	2. XEインストール
	2.1 インストールする前に
	2.1.1 インストールプログラム
	2.1.2 XE coreインストールファイルダウンロード

	2.2 サーバー環境設定
	2.3 XE coreインストール
	2.4 アンインストール

	3. XE coreメニュー
	3.1 Admin ページ開始
	3.2 XE Adminメニュー
	3.2.1 ダッシュボード
	3.2.2 サイト
	サイトマップ

	3.2.3 会員
	会員リスト(Member List)
	会員設定(Member Setting)
	会員グループ(Member group)
	ポイント(Point)

	3.2.4 コンテンツ
	文書(Document)
	コメント(Comment)
	トラックバック(Trackback)
	ファイル(File)
	アンケート(Poll)
	RSS
	多国語(Multilingual)
	データ取り込み(Data Migration)
	ゴミ箱(Trash)

	3.2.5 テーマ
	テーマ(Theme)

	3.2.6 拡張機能
	イージーインストール(Easy Install)
	インストールされているレイアウト(Installed Layout)
	インストールされているモジュール(Installed Module)
	インストールされているウィジェット(Installed Widget)
	インストールされているアドオン(Installed Addon)
	エディター(WYSIWYG Editor)
	スパムフィルター(Spam Filter)

	3.2.7 設定
	一般(General)
	FTP設定(FTP Configuration)
	管理者設定(Admin Setup)
	ファイルアップロード(File Upload)
	ファイルボックス(FileBox)



	4. XE追加機能
	4.1 XE追加機能の種類
	モジュール
	アドオン
	ウィジェット
	ウィジェットスタイル
	スキン
	レイアウト

	4.2 追加機能のインストール
	4.2.1 ソースファイルのアップロードで追加機能をインストールする
	4.2.2 イージーインストールで追加機能をインストールする
	FTP設定
	イージーインストール使用



	5. サイトをつくろう
	5.1 一般型サイトをつくる
	5.1.1 追加機能をインストールする
	レイアウトのインストール
	掲示板モジュールのインストール

	5.1.2 サイトマップ管理
	5.1.3 レイアウトの作成
	5.1.4 ページの修正

	5.2 カフェ型サイトをつくる
	5.2.1 追加機能のインストール
	モジュールのインストール
	レイアウトのインストール

	5.2.2 カフェメインレイアウトの作成
	カフェメインレイアウトの作成
	CafeXE管理メニュー確認

	5.2.3 カフェの作成
	5.2.4 カフェの設定
	5.2.5 カフェメインスキン設定
	5.2.6 個別カフェの管理

	5.3 ブログ型サイトをつくる
	5.3.1 追加機能のインストール
	必要なモジュール
	必要なウィジェット
	必要なスキン

	5.3.2 Textyle管理ページ
	5.3.3 Textyleの作成
	5.3.4 Textyleの設定
	5.3.5 Textyleデザインの設定
	スキンのインストールと適用
	ウィジェットの作成


	5.4 初期起動モジュールの設定

	6. 付録
	6.1 Windows環境設定
	6.1.1 アカウント設定
	6.1.2 リモートデスクトップ接続
	6.1.3 Web PIでインストールする
	Web PIインストーラの実行、およびXEインストール開始
	追加構成要素のインストール
	XEインストールに必要な情報入力
	インストール確認


	6.2 Linux環境設定
	6.2.1 アカウント設定
	6.2.2 PuTTY使用
	6.2.3 XE coreインストールファイルのアップロード

	6.3 XE coreインストールファイルの形式別アップロード方法
	圧縮を解凍後にアップロードする
	ファイルアップロード後に圧縮を解凍する

	6.4 Linuxコマンド
	6.4.1 ファイル圧縮、および解凍コマンド – tar
	<Operation>
	<Common Options>

	6.4.2 ファイル、およびディレクトリ削除コマンド – rm
	[Option]

	6.4.3 ファイル、およびディレクトリ移動コマンド – mv
	[Option]

	6.4.4 ディレクトリ作成コマンド – mkdir
	[Option]

	6.4.5 ファイル、およびディレクトリ権限変更コマンド – chmod
	[Option]
	<mode>

	6.4.6 アカウント作成コマンド - useradd
	[Option]


	6.5 エラー処理
	6.5.1 MySQL最小バージョンエラー
	6.5.2 DBアカウント情報エラー
	6.5.3 XEインストール時の権限設定漏れエラー
	6.5.4 イージーインストール時のFTPホームディレクトリ設定エラー



